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ソリューション探索のGlobalGateWayの構築
～お茶農家の課題解決を通して～
代表企業：株式会社Xborder Innovations　構成企業：一般社団法人国際日本茶協会
実施期間：令和3年７月１日～令和4年１月３１日

事業の目的
地域課題に対するソリューションを当社の持つGlobalStartupのGateway機能により、ベストソリューションを持つ海外企業を探索、今回は和
束の地で茶農家とのマッチングにより実証実験(PoC)につなげます。これらの事例の 蓄積により、Global Gatewayの機能強化・プレゼンスの
向上につなげ、けいはんな地域の発展、ひいてはけいはんな学研都市におけるGlobal  Gatewayの維持・発展へ寄与します。

事業の実績（成果）
一般社団法人国際日本茶協会とともに和束のお茶農家の課題を抽出・共有しそのソリューショ
ンを株式会社ATR及びけいはんなリサーチコンプレックス推進協議会が進める「KOSAINN＋」
を活用して、カナダのスタートアップより募った結果、3件の応募を得ることができました。提案の
絞り込みにより1件の提案についてPoC内容及び今後のスケジュールを協議中ではありますが、
残念ながら新型コロナウィルス拡大によりPoC実施は延期を余儀なくされたため、当初計画を
以下の事業に変更しました。PoC実施については引き続き情勢勘案の上実現していく方針に変
更はありませんが、コロナ禍情勢勘案し下記事業を先行して行いました。

①『和束町の宇治茶業における課題解決提案会』の開催
　Gatewayとしての活動発信のため、和束町/カナダ政府(カナダ領事)/スタートアップが集結　
　和束町にてソリューション提案会を開催。この活動はメディアにも取り上げられ、全国発信さ
　れました。今後地域課題の解決のため活用していく手法として加速を目指します。

②国内外の企業のデータベース化
　けいはんなでのグローバルオープンイノベーションを進めていくため蓄積された国内外の企
　業をデータベース化し29,390社のデータ構築を行いました。今後課題解決を迅速に進めるた
　めの貴重な情報源としてGlobalGateway機能をより強化していくために有益なものとなりま
　した。

③WEBサイトの作成
　国際日本茶協会は今後これらの活動を発信していくWEBサイトを作成しました。
　（https://gjtea.org/jp/)　　　

今後の展望
●今回の事業は、京都府が進める地域課題WGに報告するとともに、今後自治体・周辺組織を巻き込んだ形で、けいはんな地域における様々な
　課題解決に寄与していくことが期待できるものとなりました。
　株式会社国際電気通信基礎技術研究所(ATR)とけいはんなリサーチコンプレックス推進協議会が進めるKOSAINNやKGAP＋のプラット　
　フォームを活用し、けいはんなの持つPoCフレンドリー都市機能を連携させていくことで、けいはんなサスティナブルスーパーシティが目指す
　GlobalGatewayの構築につながるものと考えます。

スマートけいはんなプロジェクト地域活性化ワーキンググループ活動における
MaaSWG実証と連携させた、コロナ禍での飲食店舗等PWA活用実証
代表企業：株式会社けいはんな　構成企業：株式会社京あかし  
実施期間：令和3年７月１日～令和4年１月３１日       

事業の目的
本PJにおける地域活性化WGの目標は、住民生活の利便性と質の向
上にあり、高齢化が進展する中、住民の健康維持のためにもMaaS
等を整備して住民の外出機会を増やす事で、賑わいを創出し続ける
仕組み作りを構築する必要がありました。そのため、今回の事業で
は、下記を目的とした実証を実施しました。   

①地域活性化の為の地域PWAの作成    
　京阪奈地区の文化学術研究交流施設としてけいはんなプラザは
　設立されており、イベントや飲食での外出で活性化すべく地域　
　PWAを作成します。
　（PWAとは、アプリより廉価に作成できる”アプリ風のWeb”）  

②けいはんなプラザ内の飲食店舗でのPWA有効活用  
　コロナ禍において飲食のテイクアウト利用が当地区でも増えてい
　るものの、店舗に到着しての発注では待ち時間も長く、支払時にも
　接触が有ります。スマホ活用により、事前発注や事前決済が出来
　るよう、PWAを活用実証し、当地区に展開すべく、まずはけいはん
　なプラザ内の飲食店で実証します。 

③MaaSアプリと連携しての地域活性化
　街作りから30年が経過し高齢化が進む当地区においても、オン
　デマンドバスなどのMaaS関連実証をNTT西が実施しています。こ
　の外出目的として当プラザの飲食店等を組合わせてWebリンク
　させ、その効果を確認します。 
      

事業の実績（成果）
①地域PWAの作成      
　今回実証においては、けいはんなプラザの飲食店舗紹介およびモ
　バイルオーダーシステム、イベント紹介、オンデマンドバス実証へ
　のリンクを掲載して作成。7月より本格検討開始し8月末に完成、9
　～10月にて実証を実施しました。    
②けいはんなプラザ内の飲食店舗でのPWA有効活用  
　下記のモバイルオーダーシステムをPWA内に構築して実証した
　結果は下記の通り。
●PWA登録者数＝61名（KPI=60名以上）
●PWA利用回数＝発注52回、閲覧2320回(KPI=120回以上) 
●回収アンケート枚数＝32枚(KPI=30枚以上)
●使い勝手について、“使いやすい”もしくは“やや使いやすい”との
　回答が計84%。事前発注についても85%の人が“満足”以上と回答。 
●イベント欄も82%の人が“見た”と回答。 
●PWAを“また利用したい”人が81%。
　８割以上の人にPWAの使い勝手や事前精算の利便性について満
　足頂きました。
③MaaSアプリと連携しての地域活性化    
　『けいはんなデマンドバスPWA』と相互にリンクを貼る等して連
　携。『けいはんなプラザPWA』利用者でオンデマンドバスでの来
　場者は確認できませんでしたが、自家用車での来場が5割。オンデ
　マンドバスは電話での高齢者利
　用が大半で有り、PWAの登録作
　業が難しかったものと思われま
　す。逆に、今回のPWA利用後に
　実証バスを知った人が75%おら
　れ、PWA実証によってオンデマン
　ドバス実証のPRも出来ました。

今後の展望
本PJでの実装への将来構想としては下記の通り。
●日本テレネットが主導する健康医療WGのアプリとも連携して利便性を向上したい。
●当プラザ内の飲食店舗に加え、近隣の小規模飲食店等にも展開したい。
　実装後、スーパーシティを睨んだ未来構想は下記の通り。
●キッチンカーやマルシェでもモバイルオーダーを展開してみたい。キッチンカーは業界大手でもそれを適用
　出来ていないが、成功すれば捌ける顧客数は激増し、非接触によりコロナ不安も激減する。
●デリバリーを実施したい。まずオンデマンドバス等利用でのデリバリー等を考え、最終的にはドローンや配
　送ロボによる無人デリバリーを視野に入れて活動したい。

  和束町茶畑風景

  和束町での課題解決提案会(リアル・オンライン開催)

PWAのTop画面
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